
風
信

　

上
方
絵
に
つ
い
て
、
天
保
9
年（
1
8
3
8
）初
代
長
谷
川
貞
信
の
作
品
を
知
人
か

ら
贈
ら
れ
た
曲
亭
馬
琴
は
其
の
礼
状
の
中
に

「
上
方
版
の
役
者
見
立
八
犬
伝
の
錦
絵
四
枚
つ
づ
き
を
御
恵
与
下
さ
り
、
有
難
う
存

じ
ま
す
。
仰
せ
の
通
り
、
今
で
は
京
、
大
阪
と
も
に
こ
う
い
う
も
の
も
巧
み
に
な
り
、

ほ
と
ん
ど
江
戸
絵
と
見
ま
が
い
ま
す
。（
中
断
）と
こ
ろ
で
、
錦
画
や
本
類
の
彩
色
に

金
を
用
い
ま
す
こ
と
は
、
上
方
で
は
お
か
ま
い
な
し
で
す
が
、
江
戸
は
寛
政
年
中
か

ら
き
び
し
い
禁
制
が
し
か
れ
て
い
ま
す
」（
松
平
進
氏
意
訳
）

　

ま
た
江
戸
の
浮
世
絵
師
渓
斎
英
泉
著『
無
名
絵
随
筆
』の
天
保
4
年（
1
8
3
3
）記

名
の
序「
吾
妻
錦
絵
之
考
」に
は

「
錦
絵
の
精
巧
さ
は
、
天
明
・
寛
政
頃
ま
で
は
、
京
・
大
阪
で
は
お
ろ
そ
か
な
も
の
だ
っ

た
が
、
今
は
江
戸
よ
り
勝
れ
て
佳
作
品
が
多
く
な
っ
た
」（
松
平
進
氏
意
訳
）と
あ
る
。

　

事
実
、
文
政
・
天
保
期（
1
8
2
0
～
30
年
代
）制
作
の
上
方
絵
を
見
る
と
、
豪
華

な
色
彩
と
入
念
な
彫
り
摺
り
の
作
品
に
驚
か
さ
れ
る
。
長
崎
出
身
の
上
方
絵
浮
世
絵
師

山
口
重
春（
1
8
0
2
～
1
8
5
2
）が
活
躍
し
た
時
期
に
此
の
よ
う
に
、
当
時
評
価
さ

れ
て
い
た
上
方
絵
が
、
今
日
な
ぜ
に
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
、
上
方
絵

研
究
の
第
一
人
者
松
平
進
氏
は
自
著『
上
方
浮
世
絵
の
再
発
見
』で
嘆
息
さ
れ
て
い
る
。

　

今
日
、
一
般
的
に
浮
世
絵
と
い
え
ば
、
写
楽
、
北
斎
、
広
重
な
ど
馴
染
み
深
い
絵

師
が
多
く
い
る
江
戸
絵
を
指
す
の

が
常
識
と
な
っ
て
お
り
、
毎
年
ど

こ
か
で
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
て
い

る
の
に
比
し
て
上
方
絵
の
知
名
度

が
低
い
の
は
事
実
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
国
内
で
は
マ
イ

ナ
ー
イ
メ
ー
ジ
の
上
方
絵
で
は
あ

る
が
、海
外
で
は「O

saka Prints

」

と
呼
ば
れ
、人
気
の
浮
世
絵
で
あ

り
、
研
究
者
や
愛
好
者
も
多
く
、
展
覧
会
図
録
や
専
門
書
も
多
く
出
版
さ
れ
て
い
る

分
野
で
あ
る
こ
と
を
、
上
方
絵
研
究
者
北
川
博
子
氏
が
『
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産

学
叢
書
Ⅰ　

関
西
大
学
図
書
館
所
蔵
上
方
役
者
絵
画
帖
』・「
大
阪
に
お
け
る
役
者
絵

の
歴
史
と
所
収
上
方
役
者
絵
に
つ
い
て
」
の
項
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

上
方
絵
も
そ
の
う
ち
、「
伊
藤
若
冲
」で
は
な
い
が
、
国
内
で
も「
オ
オ
バ
ケ
」す
る

か
も
し
れ
な
い
。

　

上
方
で
一
本
摺
の
浮
世
絵
が
継
続
的
に
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、元
禄
期

（
1
6
8
8
～
）よ
り
一
枚
絵
が
版
行
さ
れ
て
い
た
江
戸
と
は
異
な
り
、1
0
0
年
程
遅
れ

て
寛
政
期（
1
7
8
9
～
）に
入
っ
て
か
ら
の
事
と
、今
一
つ
は
浮
世
絵
全
体
の
中
で
、役

者
絵
や
美
人
画
、風
景
画
と
均
衡
を
保
っ
て
版
行
さ
れ
て
い
た
江
戸
と
異
な
り
、上
方
で

は
役
者
絵
が
圧
倒
的
に
多
く
版
行
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た「
上
方
絵
」と
一
言
で
い
っ
て
も
、
京
都
と
大
阪
で
は
文
化
的
背
景
の
相
違
か

ら
、
版
行
の
様
相
が
異
な
っ
て
い
た
こ
と
が
近
年
の
研
究
成
果
に
よ
っ
て
明
ら
か
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
京
都
は
伝
統
を
重
ん
じ
、
絵
画
は
肉
筆
に
よ
る
も
の
と
す
る
意

識
が
強
く
、
新
興
都
市
江
戸
で
生
ま
れ
た
木
版
多
色
刷
り
の
技
法
で
あ
る
錦
絵
に
は

幾
ら
か
消
極
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

　

一
方
新
し
い
も
の
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
大
阪
で
は
、
江
戸
で
生
ま

れ
た
人
気
錦
絵
の
技
法
を
用
い
、
大
阪
人
の
嗜
好
に
合
致
し
た
独
自
の
重
厚
で
ね
ば
っ

こ
く
・
あ
け
す
け
で
写
実
的
に
描
き
・
ど
こ
か
滑
稽
味
の
た
だ
よ
う
浮
世
絵
を
生
み

だ
し
て
い
る
。
そ
し
て
其
の
一
翼
を
に
な
う
の
が
、ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
淡
泊
で
ゆ
っ

た
り
し
た
長
崎
人
気
質
を
も
つ
長
崎
出
身
の
重
春
で
あ
っ
た
こ
と
が
お
も
し
ろ
い
。

　

大
阪
で
の
浮
世
絵（
役
者
絵
）の
歴
史
は
一
応
5
期
に
分
け
て
考
え
ら
れ
て
い
る
。

〈
第
一
期
〉創
始
期　

寛
政
3
年（
1
7
9
1
）
～
文
化
9
年（
1
8
1
2
）頃
。〈
第
2

期
〉隆
盛
期　

文
化
10
年（
1
8
1
3
）
～
文
政
12
年（
1
8
2
9
）頃
。〈
第
3
期
〉爛

熟
期　

天
保
元
年（
1
8
3
0
）
～
天
保
13
年（
1
8
4
2
）頃
。〈
第
4
期
〉復
興
期　

弘
化
4
年（
1
8
4
7
）
～
安
政
2
年（
1
8
5
5
）頃
。〈
第
5
期
〉退
廃
期　

安
政
3

年（
1
8
5
6
）
～
明
治
10
年（
1
8
7
7
）頃
。

　

重
春
が
活
躍
し
た
の
は「
第
2
期
・
隆
盛
期
」「
第
3
期
・
爛
熟
期
」で
あ
っ
た
。
職
業

絵
師
が
早
く
よ
り
存
在
し
て
い
た
江
戸
と
異
な
り
、
大
阪
で
は
、
は
じ
め
は
歌
舞
伎
の

贔
屓
筋
で
絵
心
の
あ
る
人
物
が
役
者
絵
を
手
が
け
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
役
者
絵
版

行
が
商
業
的
に
軌
道
に
乗
り
安
定
し
た
こ
と
を
背
景
に
職
業
絵
師
が
本
業
と
し
た
版
画

が
誕
生
し
て
い
る
。
そ
の
第
一
号
が
重
春
だ
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
は
絵
の
具
に
ベ

ロ
藍
が
多
用
さ
れ
、
色
彩
が
飛
躍
的
に
豊
か
に
な
り
、
ま
た
背
景
を
細
か
く
描
き
、
躍

動
感
あ
ふ
れ
る
舞
台
面
を
創
出
し
、
芸
術
的
に
も
一つ
の
頂
点
を
極
め
て
い
る
。

　

上
方
絵
に
は
江
戸
絵
と
異
な
っ
た
特
色
が
い
く
つ
か
見
ら
れ
る
が
、
其
の
一
つ
に
、

天
保
の
改
革
で
中
断
さ
れ
た
後
に
あ
ら
わ
れ
る「
上
摺
」と「
並
摺
」で
あ
る
。「
上
摺
」は

色
板
や
模
様
の
板
数
が
多
く
、
金
色
な
ど
豪
華
な
絵
の
具
を
使
用
し
、「
並
摺
」は
板
数

が
少
な
く
、
絵
の
具
も
安
価
な
の
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
初
刷
り
と
後
刷
り

の
関
係
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
全
て
の
作
品
に
、
版
行
当
初
か
ら
上
摺
と
並
摺
が
用
意
さ
れ

て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
幅
広
い
購
買
層
へ
対
応
し
た
商
業
都
市
大
阪
な
ら
で

は
の
あ
り
様
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る「
浮
世
絵
版
画
」と
考
え
ら
れ
て
面
白
い
。

　

近
年
、
海
外
へ
大
量
に
旅
立
っ
た
浮
世
絵
の
所
蔵
調
査
が
進
み
、
次
第
に
世
界
的

規
模
で
の
所
蔵
情
況
が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
り
、
国
内
外
を
問
わ
ず
ネ
ッ
ト
で
の
情
報

公
開
も
積
極
的
に
な
っ
て
い
る
。
大
量
の
浮
世
絵
を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
で
知
ら
れ

る
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
で
、
2
0
0
6
年
北
川
博
子
氏
が
約
2
4
0
0
点
の
上
方
絵
を

調
査
さ
れ
、『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
上
方
絵
目
録
』（
な
に
わ
・
大
阪
文
化
遺
産
学

研
究
セ
ン
タ
ー
2
0
0
6
）に
そ
の
全
容
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

北
川
氏
は「
こ
こ
の
美
術
館
所
蔵
の
版
画
は
全
て
が
保
存
状
態
が
良
好
で
、
特
に
中

判
作
品
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
多
い
」と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
館
所
蔵
の
山
口
重

春
の
作
品
も
初
版
の
文
政
4
年（
1
8
2
1
）頃
の「
近
江
源
氏
先
陣
館
」（
大
判
絵
）、

高
綱
、
盛
綱
、
三
浦
之
助〔
嵐
橘
三
郎
〕、
他
、
役
者
絵
、
ね
り
も
の
、
美
人
画
な
ど

25
点
が
み
ら
れ
る
。

　

現
状
で
は
、
江
戸
浮
世
絵
と
違
い
、
上
方
絵
の
展
示
と
な
る
と
入
場
者
数
が
や
や

少
な
く
難
し
い
展
覧
会
で
は
あ
る
が
、
長
崎
出
身
で
上
方
絵
の
代
表
的
絵
師
の
一
人

で
あ
っ
た
山
口
重
春
の
事
績
を
顕
彰
す
る
意
味
で
も
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
所
蔵
の
上

方
絵
を
中
心
に
、
何い

時つ

か
上
方
浮
世
絵
展
が
長
崎
と
大
阪
で
開
催
さ
れ
る
事
を
願
っ

て
い
る
。�

（
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
学
芸
員
）

○
五
月
十
一
日
は
本
会
創
立
三
十
二
年
の
記
念
日
で
あ
り
、
当
日
は
事
務
所
で
簡
単
な
記
念

三
八
三
号　

平
成
二
十
六
年
六
月
十
日

上
方
絵
と
山
口
重
春

会
を
開
催
。十
七
日
は「
長
崎
県
九
條
会
幹
事
会
」で「
長
崎
と
平
和
」に
つ
き
懇
談
会
開
催
。

○
次
に
、
六
月
一
日
と
言
え
ば
長
崎
の
人
達
は「
小
屋
入
り
」と
言
う
。「
小
屋
入
り
」と
は

十
月
七
・
八
・
九
日
に
開
催
さ
れ
る「
長
崎
く
ん
ち
」の「
こ
と
始
め
日
」の
意
で
あ
る
。

○
こ
の
日
は
今
年
の「
踊
町
」に
当
る
町
の
人
達
は
、早
朝
よ
り
始
ま
る
笛
と
太
鼓
の「
シ
ャ

ギ
リ
の
町
お
こ
し
」の
音
に
眠
り
を
覚
さ
れ
、
夏
の
衣
裳
に
衣こ
ろ
も

が
え
、
町
内
ご
と
に
列

を
組
み
諏
訪
・
伊
勢
・
八
坂
の
三
社
を
廻
る
。

○
先
月
、
五
月
十
五
日
。
今
年
の
踊
町
八
幡
町
よ
り「
八
幡
町
踊
奉
納
ニ
ュ
ー
ス
一
号
」が

届
い
た
。
傘
鉾
・
剣
舞
・
弓
矢
八
幡
祝
い
船
の
奉
納
。
町
内
の
参
加
一
同
百
五
十
名
。

船
の
侍
大
将
は
城
谷
一
心
君
七
才（
目
下
空
手
道
場
修
行
中
の
由
）

○
其
の
翌
日
、本
年
の
踊
町
興
善
町
奉
納
踊
担
当
藤
間
峰み
ね
織し

貴き

師
匠
来
訪
。本
年
も
先
代
よ
り

引
継
の
本
踊
牡
丹
唐
獅
子
の
舞
を
奉
仕
さ
れ
る
と
の
事
。次
い
で
長
崎
商
工
会
議
所
よ
り「
本

年
の
く
ん
ち
奉
納
踊
は
前
記
二
町
の
他
、銀
屋
町
の
鯱
太
鼓
、麹
屋
町
の
川
船
、西
浜
町
の
龍じ
ゃ

船ふ
ね
、五
島
町
の
龍
踊
、万
才
町
の
本
踊
と
以
上
合
計
七
ヶ
町
の
奉
納
踊
が
あ
る
由
、連
絡
あ
り
。

○
六
月
の
暦
に
十
一
日「
五つ

ゆ
月
雨
い
り
」、
十
五
日「
父
の
日
」、
二
十
一
日「
夏げ

至し

」と
あ
っ

た
。
こ
の
頃
よ
り
昔
は「
衣こ
ろ
も

更が
え

」を
し
た
そ
う
で
あ
る
。

○
旧
記「
長
崎
年
中
行
事
抄
」を
み
る
と
、
六
月
は
行
事
に
伊
勢
宮
あ
ゆ
の
神ま
つ
り事
、
祇ぎ

園お
ん

ま

つ
り
、
長
崎
清
水
寺
千
日
参
り
、
諏
訪
社
夏な

越ご
し

さ
ま
茅か
や
の

輪わ

く
ぐ
り
、
と
あ
り「
全
て
夏

の
災
禍
を
防
ぐ
行
事
也
」と
あ
る
。

○
国
指
定
重
要
文
化
財
と
し
て
先
月
、
長
崎
の
聖
福
寺
建
造
物
四
棟
が
一
昨
年
の
長
崎
清

水
寺
本
堂
の
国
重
要
文
化
財
指
定
に
次
い
で
唐
様
を
取
り
入
れ
た
特
色
あ
る
長
崎
な
ら

で
は
の
建
造
物
と
し
て
国
重
文
に
認
め
ら
れ
た
事
は
、
長
崎
の
新
史
跡
名
所
観
光
地
が

一
つ
増
え
た
事
に
な
る
。

○
長
崎
経
済
研
究
所
発
刊「
な
が
さ
き
経
済
五
月
号
」に
よ
る
と
、
生
産
面
・
公
共
工
事
共

に
増
加
傾
向
。
造
船
は
一
定
操
業
、
観
光
宿
泊
は
増
加
、
雇
用
は
改
善
傾
向
、
然
し
水

産
は
取
扱
金
額
と
も
に
減
少
と
あ
っ
た
。

○
今
月
ご
寄
贈
い
た
だ
い
た
書
籍

一
、
久
保
美
洋
子
女
史
よ
り
徳
島
市
の
歌
人『
三
木
計
男
作
品
集
』を
戴
い
た
。歌
集
の
中
に

「
二
十
六
聖
人
結
城
了
悟
神
父
」と
の
交
友
関
係
短
歌
が
多
く
詠
載
さ
れ
て
い
た
事
に
よ
る
。

一
、
長
崎
文
献
社
よ
り『
松
尾
順
造
写
真
集
』外
山
幹
夫
著『
長
崎
史
の
実
像
』、後
藤
惠
之
輔

著『
新
長
崎
こ
と
は
じ
め
』、『
ま
ち
な
か
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』他

一
、
魚
の
ま
ち
長
崎
応
援
女
子
会
よ
り『N

agasaki

魚
の
お

も
て
な
し
』魚
料
理
店
案
内（
一
五
〇
円
）

一
、
神
戸
市
立
博
物
館
よ
り『
博
物
館
だ
よ
り№

104

・105

』
越
中
　
　
勇

山口重春「市川白猿（碁盤忠信）」


